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朝晩の寒さや紅葉のたよりに、ようやく秋の気配を感じるようになりました。とはいえ、日中

陽が出ていると長袖では暑いくらいの時が多いのも事実。この寒暖差で体調を崩す人が増

えているようです。また、マイコプラズマ肺炎や手足口病の流行も報道されており、今のところ

本校の児童生徒の感染は少ないものの、今後は注意が必要でしょう。   参考 「都道府県別感染症データ」↑ 

11 月は定期考査もあります。体調管理を第一に、慌てて無理することのないように日々の積み重ね

を大切にしてほしいと思います。 

《１１月行事予定》  

 

その他 日 曜 光 First Second Third

1 金 ○

2 土 - 1年七五三祝福式（2～4年休業日） ②③7年性教育講演会 T1課題発見テスト

進学情報Can仙台 3 日 -

4 月 -

5 火 ○

午後短縮SB15:30 6 水 ○ 4年学力テスト ⑥委員会 8年⑥委員会

7 木 ○

8 金 ○

小・中学校説明会（午後） 9 土 -

10 日 -

11 月 ○

12 火 ○

午後短縮SB15:30 13 水 ○ ⑥クラブ

14 木 ○

15 金 ○

16 土 -

17 日 -

18 月 -

19 火 ○ 後期中間考査 後期中間考査

午後短縮SB15:30 20 水 ○ ６・7年後期中間考査 後期中間考査

21 木 ○

22 金 -

23 土 -

24 日 -

25 月 ○

26 火 ○

午後短縮SB15:30 27 水 ○ ⑥クラブ

28 木 ○

29 金 ○ 午前授業　お弁当　SB13:30

30 土 - 英智学習発表会 T1自宅学習日

12/1 日 -

　全校朝礼

文化の日

振替休日

　（通常土曜日）　数学検定（午後）

　勤労感謝の日　小後期入試

待降節第1主日

　午前授業　全学年給食あり　SB13:30

　英智公開研究会　児童生徒休業日(授業クラス2B,4A,6A,181のみ登校）

休　業　日　　　　

　⑤まで授業（入試準備のため）　SB15:30



【七五三祝福式】  

「 1st ステージ１年生  七五三祝福式」の季節となりました。

この行事の「ねらい」は、「七五三のお祝いの時を迎える 1 年

生が、今までいただいた神様の恵みに気づき、これからも神

様に喜ばれる子どもになれるよう誓う」、そして「保護者の皆

様とともに子どもたちの成長を祝い、神様に感謝し、これか

らの恵みを願う」というものです。  

会場の関係で、各家庭２名まで参列可能です。共に祝い、

感謝し、希望のうちに成長できますよう、皆様で祈りましょう。  

 

○ 11 月２日（土）  9:30～ 10:30  聖ウルスラ学院  一本杉キャンパス  聖堂  

（ 9:15 までに直接聖堂へお越しください。受付は 8:50 からになります。）  
※２～４年は休業日です。  

 

＜ 5～9 年後期中間考査日程 ＞ 
2nd・3rd の中間考査及び４年生の学力テストは、多くの学年で進級認定や進学コース認

定の資料になります。より重みのあるものとしての気構えを持つことも必要だと考えてい

ます。定期考査まであと３週間ありますので、しっかり準備して計画的に取り組むなど、

各自で対策をしつつ考査に臨んでほしいと願っています。  

※上記 8･9 年は Ty2 の時間割です。 Ty1 の時間割については別に出されますが、９年生の

美術は Ty2 と同じ日程になります。  

※４年学力テストは６日（水）です。①国語  ②算数  ③社会 (30 分 ) ④理科 (30 分 ) 

 

【第 20 回英智公開研究会「探究力を育む～ ESD を通して～」】  

11 月 16 日  (土 ) 

本記念大会は、対面形式にて開催いたします。  

授業は ESD（ 4A,6A）及び言語（ 2B,181）、午後は見上一幸氏、三森ゆりか氏、梶田叡一

氏による鼎談です。鼎談テーマは「社会が求める探究力を育む教育課程」です。  

 

 

【2024 年度 1st ステージ  英智学習発表会】  

11 月 30 日（土）  ３号館３階  講堂  

今年は 1・ 3 年が日本語、 2・ 4 年が英語での発表です。  

また、人数の制限なしでご来場いただけることになりました。  

（ 1st ステージ保護者の皆様は、別途お配りするお知らせにて詳細をご確認ください）  

  ５年  ６年  ７年  T2 ８年  T2 ９年  

11 月 19 日

（火）  

①  国語・言語  国語・言語  理  科  社  会  美  術  

②  算数（ 50 分） 理  科  数学（ 50 分） 数学（ 50 分） 国  語  

③  下  校  

（自力）  

社  会  英  語  理  科  英  語  

 下校（自力）  

11 月 20 日

（水）  

①  

通常授業  

英  語  国  語  英  語  理  科  

②  算数（ 50 分） 社  会  国  語  数学（ 50 分） 

➂  下校（自力）  社  会  



 

 

１０月  《聖書のみことば》 

「キリストはぶどうの木、あなたがたはその枝である。」  

（ヨハネによる福音書  15 章 5 節）  

「私と聖ウルスラ学院」 

 

 １０月は創立記念の月です。小・中学校では、創立記念日に向けてノベナの祈りを捧げたり、学校

の歴史を学んだりしてきました。この機会に、「私と聖ウルスラ学院」というテーマで自分自身を振り

返ってみたいと思います。  

 私にとって聖ウルスラ学院は、まるで家庭のような存在です。私は聖ウルスラ学院小学校、中学校・

高等学校を卒業しました。小学生の頃、私の学年は１クラスだけでした。中学校・高等学校では一

貫クラスだったため、６年間クラス替えがなく、１２年間同じクラスで過ごしたクラスメイトは、私にとって

家族のような存在です。そして今、私は聖ウルスラ学院英智小・中学校で教員をしています。大学を

卒業後すぐに、教員として聖ウルスラ学院に戻り、元気いっぱいの児童生徒に囲まれながら幸せな

毎日を送っています。これまでの人生の７割以上を、聖ウルスラ学院で過ごしてきたことになります。  

 ところで、実は私が赤ちゃんの頃、初代校長のスザンヌ・マルテン先生に抱っこされたことがあります。

私の祖父母はカトリックの信者であり、母もウルスラの家庭学校（現２号館）があった時代に、そこで

教員をしていました。そのため、祖父母や母はウルスラの先生方や修道院のシスター方と親しく交流

していたそうです。毎週のようにスザンヌ・マルテン先生が祖父母の家を訪れてくださっており、その際、

私は生まれたばかりの赤ん坊として、先生に抱っこしてもらいました。今その写真を見返すと、優しい

眼差しで私を見つめるマルテン先生の姿が写っています。この時すでに、ウルスラの教員としての道

に誘ってくださっていたのかもしれない、と思わずにはいられません。  

 今、私はウルスラでの教員生活を心から楽しんでいます。そして、私の娘もウルスラの児童の一人で

す。こうして改めて振り返ると、私と聖ウルスラ学院には深い絆があることを強く実感します。  

 

「わたしにつながっていなさい。わたしもあなたがたにつながって

いる。ぶどうの枝が、木につながっていなければ、自分では実を結ぶ

ことができないように、あなたがたも、わたしにつながっていなければ、

実を結ぶことができない。わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝

である。人がわたしにつながっており、わたしもその人につながって

いれば、その人は豊かに実を結ぶ。」  （ヨハネによる福音書 15 章）  

 

 聖ウルスラ学院英智小・中学校の児童生徒たちには、この聖書の言葉にあるように、イエス様との

つながりを大切にし、豊かな実を結んでほしいと願っています。そして、共に学ぶ友達や先生、先輩や

後輩、さらには世界中のウルスラの兄弟姉妹との絆を大切にしながら、聖ウルスラ学院英智小・中

学校の一員としての誇りを胸に、聖アンジェラの教えを未来へとつないでいってほしいと強く願ってい

ます。  

教務部長  早  坂    愛  

 



ほ め た た え 

 

☆令和６年度  仙台市中学校新人大会  

バドミントン競技  若林区  

男子団体  第１位     個人男子ダブルス  第１位  佐々木翔・佐藤遥斗  

  第２位  土屋和志・片野義康  

個人男子シングルス  第１位  吉田蒼生    第２位  祢津蒼太  

女子団体  第１位  個人女子ダブルス  第１位  岡本明純・植木翠乙  

  第２位  岡村優希美・髙木洵奈  

個人女子シングルス  第１位  木下結瑛    第２位  富田琴音  

 

ソフトテニス競技  E ブロック 

   男子個人   第２位  佐藤綺斗・二瓶湧仁  

 

仙台市  陸上競技  女子 800M 第６位  ８年  合田紗季  

   宮城県  陸上競技  女子 800M 第６位  ８年  合田紗季  

 

☆第７２回  宮城県中学校総合体育大会  第４４回スケート競技宮城県大会  

   フィギュア B クラス女子  第５位  ９年  梁川桃子  

 

☆第７０回  仙台市児童・生徒理科作品展  小学校の部  

小学校の部  

部会長賞（研究）  

５年  佐竹  倫   「凍らせたスポーツドリンクは、最初と最後で味のこさがなぜちがうのか」  

３年  菊地道真   「ペットボトルろかそうち」  

３年  佐竹  曜    「糸電話のしゅるいによって聞こえかたはかわるのか」  

２年  根本涼太郎  「アリのすのけんきゅう」  

３年  岩間莉子  「カブトムシのフンで発電 !? 再生可能エネルギーに挑戦」  

部会長賞（科学工作）  

６年  山口瑛司  「小人の国のバッティングセンター」  

 

☆令和６年度  仙台市読書感想文コンクール  

奨励賞  ７年  水尾結理  「私がこれからするべきこと」  

    ８年  米持圭栞  「『西由比ヶ浜駅の神様』を読んで」  

 

☆第３７回  みやぎ発明くふう展  

東北経済産業局長賞  ５年  クワジオ青志エドワード  

 

☆令和６年度  せんだい職人塾「職人さんについての作文コンクール」  

佳作   ６年  小泉旺大  

 

☆第１４回「大山賞」小中学生絵画コンクール  

佳作   ３年  佐藤灯峰  

 

＊＊＊＊＊＊  お 知  ら せ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

・「学校だより」について、この号から e メッセージに添付したものも送信いたします。  

 

・昨日、２０１９年以来５年ぶりに９年生がケアンズに向けて出発いたしました。   

現地での様子がブログにて公開されますので、是非ご覧ください。   

   聖ウルスラ学院英智小・中学校 blog⇒ 

https://www.st-ursula.ac.jp/junior/blogs/ 

https://www.st-ursula.ac.jp/junior/blogs/

